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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】全ての番組情報が取得できるまでの間、電子番
組表を見やすく表示させる。
【解決手段】ＥＰＧ表示のための番組データを取得し、
取得できた番組データから電子番組表の空欄を埋めてい
く。ここでは、ＥＩＴに記載されている番組名を表示す
る。同一のＴＳ内で同一時間帯において、１番組以上の
情報が取得できているか否かを判定し、１番組以上の情
報が取得できるまで待つ。１番組以上取得できている場
合にはＴＳ内で、番組情報が未取得の領域の有無を調べ
る。未取得の領域があれば表示番組がＨＤＴＶであるか
否かを判定し、ＨＤＴＶである場合には、未取得領域に
既に表示されているＨＤＴＶ番組と同じ表示を行う。次
いで、必要に応じて、同じ表示が行われた領域の番組情
報を統合して、複数チャンネルにわたって１つの番組情
報表示を行う。時間が十分に経過して、全ての番組情報
を取得できた場合には、実際の番組情報を表示させる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに時間帯と
チャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領域に、該
当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子番組表作
成部を備えたデジタル放送受信装置であって、
　複数チャンネルの中の少なくとも１つの番組情報表示領域に番組情報が表示されており
、該表示されている番組が参照先であり、非表示の他のチャンネルがそのイベント共有で
ある場合に、前記非表示のチャンネルの番組情報表示領域に、少なくとも未取得の番組情
報が取得されるまでの間、前記参照先の番組情報を仮表示することを特徴とするデジタル
放送受信装置。
【請求項２】
　放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに時間帯と
チャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領域に、該
当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子番組表作
成部を備えたデジタル放送受信装置であって、
　同一ＴＳ内の複数チャンネルの中の少なくとも１つの番組情報表示領域に番組情報が表
示されており、該表示されている番組がＨＤＴＶである場合には、非表示のチャンネルの
番組情報表示領域に、少なくとも未取得の番組情報が取得されるまでの間、前記表示され
ている番組情報を仮表示することを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項３】
　放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに時間帯と
チャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領域に、該
当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子番組表作
成部を備えたデジタル放送受信装置であって、
　複数チャンネルの間の番組情報が未取得の場合に、その両側のチャンネルの番組情報表
示領域に番組情報が表示されている場合に、非表示の間のチャンネルの番組情報表示領域
に、少なくとも未取得の番組情報が取得されるまでの間、前記表示されている番組情報を
仮表示することを特徴とするデジタル放送受信装置。
【請求項４】
　全ての番組情報を取得できた場合には、実際の番組情報を表示させる制御を行うことを
特徴とする請求項１から３までのいずれか１項に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項５】
　前記番組情報が表示されている領域と仮表示した領域とに関して、チャンネル軸方向に
統合して番組情報を表示することを特徴とする請求項１から４までのいずれか１項に記載
のデジタル放送受信装置。
【請求項６】
　前記番組情報が表示されている領域と仮表示した領域とに関して、時間帯軸方向に統合
して番組情報を表示することを特徴とする請求項１から５までのいずれか１項に記載のデ
ジタル放送受信装置。
【請求項７】
　放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに時間帯と
チャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領域に、該
当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子番組表の
作成方法であって、
　複数チャンネルの中の少なくとも１つの番組情報表示領域に番組情報が表示されており
、該表示されている番組が参照先であり、非表示の他のチャンネルがそのイベント共有で
ある場合に、前記非表示のチャンネルの番組情報表示領域に、少なくとも未取得の番組情
報が取得されるまでの間、前記参照先の番組情報を仮表示するステップを有することを特
徴とする電子番組表の作成方法。
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【請求項８】
　放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに時間帯と
チャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領域に、該
当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子番組表の
作成方法であって、
　同一ＴＳ内の複数チャンネルの中の少なくとも１つの番組情報表示領域に番組情報が表
示されており、該表示されている番組がＨＤＴＶである場合には、非表示のチャンネルの
番組情報表示領域に、少なくとも未取得の番組情報が取得されるまでの間、前記表示され
ている番組情報を仮表示するステップを有することを特徴とする電子番組表の作成方法。
【請求項９】
　放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに時間帯と
チャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領域に、該
当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子番組表の
作成方法であって、
　複数チャンネルの間の番組情報が未取得の場合に、その両側のチャンネルの番組情報表
示領域に番組情報が表示されている場合に、非表示の間のチャンネルの番組情報表示領域
に、少なくとも未取得の番組情報が取得されるまでの間、前記表示されている番組情報を
仮表示することを特徴とする電子番組表の作成方法。
【請求項１０】
　前記番組情報が表示されている領域と仮表示した領域とに関して、チャンネル軸方向に
統合して番組情報を表示するステップを有することを特徴とする請求項７から９までのい
ずれか１項に記載の電子番組表の作成方法。
【請求項１１】
　請求項７から１０までのいずれか１項に記載のステップをコンピュータに実行させるた
めのプログラム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル放送受信装置に関し、特に、電子番組表の表示技術に関する
【背景技術】
【０００２】
　デジタル放送においては、多数の番組が存在するため、電子番組表が機器操作における
重要な役割を果たしている。
【０００３】
　例えば、下記特許文献１に記載の発明では、複数のチャンネルを用いて１つの番組が放
送され、その１つの番組を放送する複数のチャンネルの全てにその１つの番組の番組情報
が伝送される場合に、視認性の良い番組表を表示するデジタル放送受信機が記載されてい
る。また、特許文献２には、所定時間帯において同一番組が放送されると判定された複数
チャンネルは、まとめて１チャンネル分として表示させることで、番組ガイド表示上での
操作の利便性が向上する技術が記載されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１４５０４３号公報
【特許文献２】特開２００４－２０８１８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　電子番組表を表示させる場合に、全ての番組のデータが得られるまでにはかなりの時間
を要するため、取得できた番組のデータから表示をしていくのが一般的である。従って、
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データ取得の途中では、電子番組表には既に取得できた番組と未取得の番組とが混在する
ことになる。このような状況では、電子番組表が見にくいものになるため、上記のような
技術が提案されてきている。
【０００６】
　特許文献２に記載されているように、所定時間帯において同一番組が放送されると判定
された複数チャンネル、すなわち共有番組をまとめて１チャンネル分として表示すること
で、表示が見やすくなる。
【０００７】
　しかしながら、実際には、全ての番組情報が取得できるまで番組が共有か否かを判断す
ることができないため、複数チャンネルにまたがる表示や、複数チャンネルを１チャンネ
ルにまとめて表示することができず電子番組表が見づらいという問題があった。
【０００８】
　本発明は、全ての番組情報が取得できるまでの間、電子番組表を見やすく表示させる表
示技術に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一観点によれば、放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸と
チャンネル軸とに時間帯とチャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルと
によって決まる領域に、該当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組
表を作成する電子番組表作成部を備えたデジタル放送受信装置であって、複数チャンネル
の中の少なくとも１つの番組情報表示領域に番組情報が表示されており、該表示されてい
る番組が参照先であり、非表示の他のチャンネルがそのイベント共有である場合に、前記
非表示のチャンネルの番組情報表示領域に、少なくとも未取得の番組情報が取得されるま
での間、前記参照先の番組情報を仮表示することを特徴とするデジタル放送受信装置が提
供される。
　イベント共有の参照先と参照元との関係を利用して、番組表を仮表示することができる
。
【００１０】
　また、放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに時
間帯とチャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領域
に、該当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子番
組表作成部を備えたデジタル放送受信装置であって、同一ＴＳ内の複数チャンネルの中の
少なくとも１つの番組情報表示領域に番組情報が表示されており、該表示されている番組
がＨＤＴＶである場合には、非表示のチャンネルの番組情報表示領域に、少なくとも未取
得の番組情報が取得されるまでの間、前記表示されている番組情報を仮表示することを特
徴とするデジタル放送受信装置が提供される。デジタル放送では、同一ＴＳ内にはＨＤＴ
Ｖは１番組のみであることを利用して番組表を仮表示することができる。
【００１１】
　さらに、放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに
時間帯とチャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領
域に、該当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子
番組表作成部を備えたデジタル放送受信装置であって、複数チャンネルの間の番組情報が
未取得の場合に、その両側のチャンネルの番組情報表示領域に番組情報が表示されている
場合に、非表示の間のチャンネルの番組情報表示領域に、少なくとも未取得の番組情報が
取得されるまでの間、前記表示されている番組情報を仮表示することを特徴とするデジタ
ル放送受信装置が提供される。
【００１２】
　全ての番組情報を取得できた場合には、実際の番組情報を表示させる制御を行うことが
可能である。前記番組情報が表示されている領域と仮表示した領域とに関して、チャンネ
ル軸方向に統合して番組情報を表示することもできる。また、前記番組情報が表示されて
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いる領域と仮表示した領域とに関して、時間帯軸方向に統合して番組情報を表示すること
も可能である。
【００１３】
　本発明の他の観点によれば、放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸
とチャンネル軸とに時間帯とチャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネル
とによって決まる領域に、該当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番
組表を作成する電子番組表の作成方法であって、複数チャンネルの中の少なくとも１つの
番組情報表示領域に番組情報が表示されており、該表示されている番組が参照先であり、
非表示の他のチャンネルがそのイベント共有である場合に、前記非表示のチャンネルの番
組情報表示領域に、少なくとも未取得の番組情報が取得されるまでの間、前記参照先の番
組情報を仮表示するステップを有することを特徴とする電子番組表の作成方法が提供され
る。
【００１４】
　放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに時間帯と
チャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領域に、該
当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子番組表の
作成方法であって、同一ＴＳ内の複数チャンネルの中の少なくとも１つの番組情報表示領
域に番組情報が表示されており、該表示されている番組がＨＤＴＶである場合には、非表
示のチャンネルの番組情報表示領域に、少なくとも未取得の番組情報が取得されるまでの
間、前記表示されている番組情報を仮表示するステップを有することを特徴とする電子番
組表の作成方法が提供される。
【００１５】
　放送波によって伝送される番組情報に基づいて、時間帯軸とチャンネル軸とに時間帯と
チャンネル番号とがそれぞれ記載され、時間帯とチャンネルとによって決まる領域に、該
当する番組情報を表示する番組情報表示領域を有する電子番組表を作成する電子番組表の
作成方法であって、複数チャンネルの間の番組情報が未取得の場合に、その両側のチャン
ネルの番組情報表示領域に番組情報が表示されている場合に、非表示の間のチャンネルの
番組情報表示領域に、少なくとも未取得の番組情報が取得されるまでの間、前記表示され
ている番組情報を仮表示することを特徴とする電子番組表の作成方法が提供される。上記
のステップをコンピュータに実行させるためのプログラム、そのプログラムを記録したコ
ンピュータ読み取り可能な記録媒体も本発明の範疇に入るものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、複数チャンネルの番組情報が全て取得されていない状態でも、共有番
組と同じように仮表示させ、番組表を見やすくすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明を行う。図１は、本実施
の形態によるデジタル放送受信装置の一構成例を示す図である。図１に示すように、本実
施の形態によるデジタルテレビジョン受信装置は、アンテナから取得した放送波を受信処
理するフロントエンド１と、放送波を映像・音声データと電子番組表データと分けるデマ
ルチプレクサ３と、映像・音声データをデコードするデコーダ５と、デコードされた音声
信号を出力する音声出力部７と、デマルチプレクサ３から出力された番組情報をデコード
する番組情報デコード部１１と、デコードされた番組情報に基づいて電子番組表データを
生成する番組表データ生成部１５と、生成された電子番組表とデコーダ５から取得出力さ
れた映像とを合成する画面合成部１７と、合成された映像を表示する表示部２１と、を有
している。さらに、リモコン信号を受信するリモコン受光部２３と、全体を制御する制御
部２５と、種々のデータを記憶するメモリ部２７と、を有している。
【００１８】
　まず、本発明の一実施の形態による電子番組表作成方法について説明する。図２は、本
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実施の形態による電子番組表作成方法の第１から第３の例を示す概略的な図である。以下
に、第１～第３までの方法について説明を行う。
【００１９】
（１）第１の方法
　第１の方法では、同一ＴＳ（transport_stream）内の複数チャンネルのservice_typeに
おいて、デジタルＴＶサービスで番組の映像がＨＤＴＶ(High Definition television)の
時には、未取得の番組は、ＨＤＴＶの番組と同じにする方法である。ここで、ＨＤＴＶで
あるか否かの判定方法としては、EITのコンポーネント記述子を見て、component_typeが1
080i、720pの映像であればＨＤＴＶであると判定し、component_typeが1080i、720pの映
像でなければ、ＨＤＴＶでないと判定する。この方法の根拠は、同一ＴＳ内のデジタル放
送においては、ＨＤＴＶは１番組のみであるということに基づいている。
【００２０】
　図２の８時から９時までの部分３１・３１ａは、第１の方法について説明した部分であ
り、図３は、第１の方法による電子番組表の作成処理の流れを示すフローチャート図であ
る。図３に示すように、ステップＳ１においてまず処理を開始し（ｓｔａｒｔ）、ステッ
プＳ１２においてＥＰＧ表示のための番組データを取得し、取得できた番組データから電
子番組表の空欄を埋めていく。ここでは、ＥＩＴに記載されている番組名を表示する。ス
テップＳ１３において、同一のＴＳ内で同一時間帯において１番組以上の情報が取得でき
ているか否かを判定し、１番組以上の情報が取得できるまで待つ（ＮＯ）。１番組以上取
得できている場合には（ＹＥＳ）、ステップＳ１４に進み、上記のＴＳ内で、番組情報が
未取得の領域の有無を調べる。未取得の領域があれば（ＹＥＳ）、ステップＳ１５におい
て表示番組がＨＤＴＶであるか否かを上記の判定方法によって判定する。ＨＤＴＶでない
場合には（ＮＯ）ステップＳ１３に戻る。ＨＤＴＶである場合には（ＹＥＳ）、ステップ
Ｓ１６に進み、未取得領域に既に表示されているＨＤＴＶ番組と同じ表示を行う。次いで
、必要に応じて（任意に）、同じ表示が行われた領域の番組情報を統合して、複数チャン
ネルにわたって１つの番組情報表示を行うようにし、処理を終了する（ステップＳ１８）
。尚、時間が十分に経過して、全ての番組情報を取得できた場合には、実際の番組情報を
表示させれば良い。
　以上のようにして、図２の符号３１で示される表示を符号３１ａで示すように、簡単で
見やすい表示にすることができる。
【００２１】
（２）第２の方法
　第２の方法では、イベント共有情報に基づく判定により、共有番組の参照先のイベント
グループ記述子EITのイベントグループ記述子には、自分のサービスＩＤ(チャンネル番号
)と、参照元のサービスＩＤとが記載されている。参照元のEITには、参照先のサービスＩ
Ｄが記載されている。例えば、１０１チャンネル(参照先)、１０２チャンネル(参照元)、
１０３チャンネル(参照元)がイベント共有になっている場合などである。この場合には、
１０１チャンネル（親番組）のEITのイベントグループ記述子には１０１チャンネル、１
０２チャンネル、１０３チャンネルが記載されている。１０２チャンネル、１０３チャン
ネルのEITのイベントグループ記述子には（その親番組のチャンネル名）１０１チャンネ
ルが記載されている。このように、共有番組の場合には、どれか１つの親番組に共有情報
（子番組名）が記載されており、子番組には親番組のチャンネル名が記載されているのに
対して、共有番組でない場合には、各チャンネルにその番組の情報が記載されていること
を根拠に判断する方法である。
　尚、ＢＳ、ＣＳでは、サービスＩＤはチャンネル番号になるが、地上デジタルの場合に
はチャンネル番号とは異なる。このように、EITに記載されているイベント共有情報に基
づいて共有番組であるか否かを判定することができる。
【００２２】
　図４は、第２の方法による処理の流れを示すフローチャート図である。まず、ステップ
Ｓ２１において処理を開始し、ステップＳ２２においてＥＰＧ表示のための番組データを
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取得し、取得できた番組データから電子番組表の空欄を埋めていく。ここでは、ＥＩＴに
記載されている番組名を表示する。ステップＳ２３において、同一の時間帯において１番
組以上の情報が取得できているか否かを判定し、１番組以上が表示されるまで待つ（ＮＯ
）。１番組以上表示されると（ＹＥＳ）、ステップＳ２４に進み、番組情報が未取得の領
域があるか否かを判定し（ステップＳ２４）、未取得領域が無い場合には（ＮＯ）、後述
するステップＳ２７に進み、未取得領域がある場合には（ＹＥＳ）、ステップＳ２５に進
み、未取得領域のチャンネルが表示されている番組の共有番組（親番組）であるか否かを
調べる。ＮＯの場合には、ステップＳ２３に戻り、ＹＥＳの場合にはステップＳ２６に進
む。ステップＳ２６において、未取得領域に表示番組と同じ表示を行う。次いで、任意の
処理として、ステップＳ２７において、同じ表示を統合し、ステップＳ２８で処理を終了
する。尚、時間が十分に経過して、全ての番組情報を取得できた場合には、実際の番組情
報を表示させれば良い。
　以上のようにして、図２の符号３３で示される表示を符号３３ａで示すように、簡単で
見やすい表示にすることができる。
【００２３】
（３）第３の方法
　次に、デジタル放送に限定されない方法であるが、図２の符号３５に示すように、両端
の番組情報が取得されており、かつ、それらが同じ番組名である場合には、その間の１又
は複数の番組情報が取得されていない場合には、上記第１、第２の判定基準を満たしてい
ない場合でも、間の未取得領域にも同じ番組名を表示させることができる。
　図５は、第３の方法による処理の流れを示すフローチャート図である。まず、ステップ
Ｓ３１において処理を開始し（ｓｔａｒｔ）、ステップＳ３２においてＥＰＧ表示のため
の番組データを取得し、取得できた番組データから電子番組表の空欄を埋めていく。ステ
ップＳ３３において、同一時間帯で同じ番組が２以上取得できた場合であって（ＹＥＳ）
、ステップＳ３４で、未取得番組が、上記既取得番組間に存在すると判定されると（ＹＥ
Ｓ）、ステップＳ３５において、未取得領域に表示番組と同じ表示を行う。次いで、任意
の処理として、ステップＳ３６において、同じ表示を統合し、ステップＳ３７で処理を終
了する。尚、時間が十分に経過して、全ての番組情報を取得できた場合には、実際の番組
情報を表示させれば良い。
【００２４】
（４）第４の方法
　図６は、第４の方法について説明するための図である。図６に示す電子番組表では、１
０１～１０３チャンネルにおける１０時から１２時までの２時間の情報が表示されている
。ここで、左図のように、１０時から１１時までにおいて１０１チャンネルが番組Ｃ、１
０３チャンネルが番組Ｃであれば、右図のように１０２チャンネルも同じ番組Ｃとして１
０１～１０３チャンネルまでをまとめて表示させることができる。一方、図６左図のよう
に、１０１チャンネルでは、１１時以降も同じ番組の延長番組Ｃ’が放送され、１０３チ
ャンネルの方では異なる番組Ｄが放送される場合には、図６右図のように、１０２チャン
ネルも同じ延長番組Ｃ’を、１０１・１０２チャンネルを統合して形式で表示し、１０３
チャンネルに関しては番組Ｄが取得されているため番組Ｄを表示させるようにすることが
できる。このように、番組名が同じで時間帯が異なる場合でも、時間帯が隣接した延長番
組の場合には、その時間帯についても統合させるようにしても良い。
【００２５】
（５）第５の方法
　図７は、第５の方法であって、８時から９時までの１０１チャンネルから１０３チャン
ネルの電子番組表の表示例を示す図である。右図では、１０１チャンネルに番組Ａが表示
されており、１０２チャンネル、１０３チャンネルは未表示となっている。この場合に、
右図に示すように、未表示の部分を非表示として１０１チャンネルの番組Ａの表示のみを
残している。このような表示制御は、上記第１から第４までの方法に適用することができ
る。このようにすることで、非表示部分の領域占有を防止し、画面表示領域を有効に活用
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　尚、ＨＤＴＶによる判定と共有情報による判定とが可能なケースであれば、共有情報に
よる判定を最優先させるのが望ましい。また、上記の方法を、適宜組み合わせたアルゴリ
ズムであっても良い。例えば、まず、共有番組に関するチェックと処理を行い、次いで、
ＨＤＴＶであるか否かに関するチェックと処理を行うなどの様々な方法も本発明の範疇に
入るものである。
　以上に説明した方法によれば、複数チャンネルの番組情報が全て取得されていない状態
でも、共有番組と同じように表示され、番組表が読みやすくなるという利点がある。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明は、電子番組表を利用した放送受信装置に利用可能である。ＴＶ機能を備えたＰ
Ｃ、携帯端末などにも利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施の形態によるデジタル放送受信装置の一構成例を示す図である。
【図２】本実施の形態による電子番組表作成方法の第１から第３の例を示す概略的な図で
ある。
【図３】第１の方法による電子番組表の作成処理の流れを示すフローチャート図である。
【図４】第２の方法による処理の流れを示すフローチャート図である。
【図５】第３の方法による処理の流れを示すフローチャート図である。
【図６】第４の方法について説明するための図である。
【図７】第５の方法について説明するための図である。
【符号の説明】
【００２８】
１…フロントエンド、３…デマルチプレクサ、５…デコーダ、７…音声出力部、１１…番
組情報デコード部、１５…番組表データ生成部、１７…画面合成部、２１…表示部、２５
…制御部、２７…メモリ部。
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